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横浜労災病院　地域医療連携広報誌

横浜労災病院｜地域医療支援病院・がん診療連携拠点病院　https://www.yokohamah.johas.go.jp

横浜労災病院の理念　─ みんなでやさしい明るい医療 ─
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当科の極小切開硝子体手術 
～患者負担軽減を目指した27ゲージの選択～

横浜労災病院眼科では、地域の中核病院とし

て白内障、網膜硝子体疾患、緑内障をはじめと

した幅広い領域の眼科疾患の手術、治療を行っ

ています。

中でも、特に当科が得意とする網膜硝子体疾

患の手術治療は早期に治療介入することが患者

さんにとっても視力維持においてベストなこと

があります。

そのためには地域の先生方とさらに密に連携

をさせていただくことが重要と考えますので、

是非当科での治療の取り組みをご覧いただき、

該当する患者さんがいらっしゃいましたらご紹

介ください。

 

◆硝子体とは？
硝子体は体積が約４mlの透明なゲル状組織です。全眼球容量の約4/5を占め、重量の99％が水、0.9％が低分

子物質（電解質、糖、アスコルビン酸など）、0.1％が高分子物質（typeⅡコラーゲン、ヒアルロン酸など）です。

硝子体は、透明体、眼球の形態保持、また、クッションの役目として働き、眼組織を外力から保護しています。

◆網膜とは？
網膜はカメラでいうフィルムに相当します。角膜と水晶体を通過した光は網膜上に焦点を結びます。網膜の中心

部を黄斑と言い、錐体細胞が密集しており、中心視力と色覚を担っています。網膜の厚みはわずか0.1～0.4mm

であり、特に黄斑の中心にあたる中心窩は0.05mmととても薄くなっています。網膜は10層からなり、視細胞は

約１億個あります。視細胞で感知された光が電気信号に変換され、視神経を通じて外側膝状体、大脳後頭葉の視覚

領域へと伝えられます。

◆網膜硝子体疾患、硝子体手術とは？
代表的な適応疾患としては、黄斑上膜、黄斑円孔、増殖糖尿病網膜症、裂孔原性網膜剥離、硝子体出血（糖尿病網膜症・

網膜静脈閉塞症・加齢黄斑変性症などによる）、眼内レンズ落下などが挙げられます。

病態はそれぞれ異なりますが、眼の内側から硝子体カッターや鑷子といったものを用いて、出血などの混濁した

硝子体や、増殖した網膜硝子体組織の除去、また、網膜を牽引している膜状組織の除去処置が必要になるため、硝

子体手術が必要になります。
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しかし、上記に挙げられる疾患でも、手術ではなくレーザー治療や薬剤の硝子体注射といった治療が適している

病態のこともあり、専門の医師による診察が必要です。

判断に迷われた際でもまずは当科に紹介頂ければこちらで適応判断をさせていただきます。

◆硝子体手術は難しい？
先生方の中には「硝子体手術＝とても繊細で難しい」と思っている方も多いと思います。

そのため、手術をためらい、結果として症状が悪化してから当科に紹介をいただくこともありました。

現在は治療法も確立し、機械や器具も様々に改良されたため、以前よりも安全に手術を行うことができるように

なりました。

◆患者負担の小さい極小切開硝子体手術
手術は局所麻酔で行います。手術時間は症例によって異なりますが約30分～60分です。病状によってはそれ以

上かかることもあります。

まずは眼球に４か所の創口を開けます。１か所に眼還流液を流し、眼内圧を一定にして術中の眼球形態を保ちます。

別の箇所から眼内を照らす照明器具や硝子体カッターを挿入して、硝子体の混濁や膜状組織を切除して吸引します。

カッターで切除した分量だけ眼内に還流液が流れ、置き換わります。

疾患によって、網膜上に張った膜をピンセット様な器具で除去や網膜にレーザー照射を行います。

また、網膜剥離や黄斑円孔などの疾患は還流液をガスに置き換えて手術を終えます。白内障がある場合には同時

に手術を行います。

 

当院では、27ゲージというわずか0.4ｍｍの小切開での硝子体手術システムを採用しています。

切開に使うゲージ数は執刀する医師毎の治療スタンスや考えが反映される部分です。小さくなればなるほど、当

然手術難度は高くなりますが、患者負担を最小限にとどめることが出来るため、当科では27ゲージを選択してお

ります。
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《黄斑上膜》
特発性のものと、網膜剥離やぶどう膜炎に続発するものがあります。

黄斑上膜を生じたことにより網膜が牽引され、視力低下や歪視の症状を生じます。

硝子体手術を行い、黄斑上膜をピンセットのような鑷子にて剥離、除去します。

《黄斑円孔》
中心窩に円形の欠損を生じる疾患です。

自覚的には視力低下と中心暗点を認めます。

硝子体手術を行い、網膜の一番内側の層の内境界膜を剥離、除去し、眼内に治療用のガスを入れます。

◆当院へ紹介のタイミング 
硝子体手術は以前と比べ、安全性も高く、受けやすい治療となりました。

しかしながら、世間で多く行われている白内障手術の「手術翌日からすっきり見える」というイメージとは異なり、

術後の視力回復はゆっくりであり、また病態によっては見え方を回復させることはできずに、進行の予防、失明の

予防を目的とした手術となることもあります。

また、「逆の眼は見えているから大丈夫」「手術が怖い」ということから受診のタイミングを逸し、手術を行って

も十分な視力回復が得られないこともあります。さらに、高齢化も進み、手術を行うか迷う方もいらっしゃると思

います。
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手術適応か迷う場合でも一度ご紹介いただければと思います。詳しく検査を行い、病態を正確に把握したうえで、

病態のみならずご本人の希望も聞きながら治療について相談してまいります。

◆眼科臨床実績（1月～12月）
（単位：件）

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 
（9月累計）

白内障手術 961 987 1070 922 653 666

（再掲）
45 102 115 76 19 16

うち、多焦点眼内レンズを用いた手術
硝子体手術

179 182 173 174 58 80
糖尿病網膜症　黄斑疾患　網膜剥離など

緑内障手術
5 10 13 13 1 1

濾過手術　チューブシャント手術など
その他手術

9 8 9 36 3 50
網膜復位術　翼状片　霰粒腫など

レーザー手術
147 155 102 99 126 91

網膜光凝固　緑内障など
抗VEGF抗体硝子体内注射

550 593 648 587 633 520加齢黄斑変性　糖尿病黄斑浮腫
網膜静脈閉塞性黄斑浮腫など

トピックス

〇出張公開講座を実施しました
高田地域ケアプラザが主催してい

る「えがおカフェ」において、当院

中央リハビリテーション部言語聴覚

士による出張公開講座を実施いたし

ました。

当日は感染対策のため定員を15

名としマスク着用の上での開催とな

りましたが、参加された近隣住民の

皆様から「とても参考になった」と

の感想を頂くなどとても盛況に行う

ことができました。

開催日時：令和４年９月７日（水）13：00～14：30

講演内容：「最近ムセませんか？　嚥下障害　発見！予防！」

講　　師：中央リハビリテーション部言語聴覚士　渡辺　覚／村上　錬
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横浜労災病院

登録医専用電話

受付時間

医療機関からの
ご予約は

8：15
19：00
平日：月～金

～

横浜労災病院 〒222-0036 神奈川県横浜市港北区小机町3211 TEL:045-474-8111(代表） FAX:045-474-8323

※土・日・祝祭日及び年末年始を除く

独立行政法人 労働者健康安全機構

平日（月～金） 8：15～17：00患者さんが予約する場合
TEL：045-474-8882

予約センターまで
※土・日・祝祭日及び年末年始を除く

独立行政法人 労働者健康安全機構 横浜労災病院　〒222-0036　神奈川県横浜市港北区小机町3211　TEL：045-474-8111（代表）　FAX：045-474-8323


